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I.はしがき
乳幼児の栄養状態，身体発育状態の評価方法の 1
つとして， Kaup-Davenport指数がひろく用いられ
ている。 Kaup指数は，はじめ， Queletetが体型指 
数として体重 (G，gram)/身長(L，cmyx100を提
案し， 1920年 Davenportが，. 1921年 Kaup(l)が
G/Uを理想的な指数として賛意を表したものであ
る。日本の乳幼児 Kaup指数に関し，中村(2}，中
山川船JlI しかし，過去 10年(4)らの報告がある。
間生下時 Kaup指数民関する報告はない。そこで， 
わたくしは，一社会集団より，生下時 Kaup指数
について調べ吟味した。 
I.対象，および，方法
対象は，昭和 37，38，39年の 3年間，千葉市一社
会集団の乳幼児検診を受けた 674倒(内男 367例，
女 307例〉である。船JfIらと同様に， Kaup指数と
して GjL2x10を用いた。 
II.成績 
A. 体重の平均と標準偏差を表 1I乙示す。
〈表 1) 
対象児 1963年厚生省値
男児 女児 男児 女児
平均値 3，072g 3，015 g 3，142 g 3，062 g 
標準偏差 0.499 0.434 0.452 0.432 
B. 生下時 Kaup指数:生下時 Kaup指数の平
均値と標準偏差，および，平均値の上下に 1/2標準
偏差をつけた上・下限値を下表に示す。
上限値 平均値 下限値 標準偏差 
(M+ ~'ð) (M) (M--}d) (o) 
男児 13.2 12.50 11.8 1.43 
女児 13.1 12.44 11.8 1.30 
IV. 考案，および，結語
さきにふれた中村(2)，中山 (3)の報告では， G/L2x 
10を用い， kaup指数が，栄養指数として最も優れ
ていると述べている。氏らの定めた基準が，今日広
く用いられてきた。近年わが国の乳幼児の発育向上
にかんがみ，船川(4)は，月令別乳幼児の Kaup指数
の基準を発表した。しかし，それには生下時 Kaup
指数の値はない。
l従来，体重が多いと， Kaup指数が大きくなると
いわれている。今度の調査成績から，生下時におい
ても，同様の傾向がみられた。対象児の体重の度数 
分布では，表 IIC示す如く， 1963年厚生省発表の全
国資料による平均値・標準偏差とほぼ同じである。
対象児の生下時 Kaup指数平均値は，男 12.50，女
12.44で， 乙の値は，中村の乳幼児 Kaup指数判定
基準(2)I乙従えば，栄養失調症群に入り，同様に，中
山の判定 (3) I乙従うと，“やせすぎ"の区分に入る。
乳児期，とくに 2カ月以前に本指数の変動があるこ
とが指摘されているゆえ (3)(4)，船川の 1カ月値(4)を
代用することは不適当である。すなわち， Kaup指
数から，生下時栄養状態，身体発育状態を評価する
さいに，中村山，中山 (3)らの判定基準も，船川の 1
カ月基準値(4)も適応されず，正しい評価のために
は，生下時 Kaup指数の基準値の決定が必要であ
る。対象 674例より求めた生下時 Kaup指数の平
均値，および，上下限値は，
男 上限値 13.2 平均値 12.5 下限値 11.8
女 上限値 13.1 平均値 12.4 下限値 11.8
で， これを，生下時栄養状態の Kaup指数による 
評価の基準値として使用する ζとが適当と考えられ
る。
終りに，御懇篤な御指導を賜わった小児科教室の
山本先生lζ厚く御礼申し上げます。
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